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　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては新春を迎
えますますご健勝のこととお慶び申し上

げます。
　三重県におきまして昨年は、新型コロナウイルス感染症緊
急事態宣言・まん延防止等重点措置が発動され、経験のない
不自由な毎日を過ごさざるを得ませんでした。当協会でも特
別教育等の講習会の参加人数制限及び一部中止、さらに発足
以来はじめて桑員地区産業安全衛生大会の中止など、会員の
皆様には多大なご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫
び申し上げます。１日も早くコロナ禍が収束し、通常の業務
が滞りなく行えるようになることを願ってやみません。
　「ウイズコロナ・アフターコロナ」における企業活動をど
のように遂行し、「ニューノーマル」に対応していくのか、
これまでと違ったアプローチを考え改革を進めていく必要性
を感じます。
　オンライン、リモートワーク等、就労形態の変化もあり働
く人の時間の使い方や働き方に対する考え方が変わってきて
いるようです。顧客と同様に従業員を大切にし、効率よく働
ける環境づくりが「働き方改革」に繋がり企業の業績向上に
も結びつくのではないでしょうか。
　本年の干支「壬寅（みずのえとら）」は、厳しい冬に耐え
芽吹く年といわれ、春の陽射しを受け伸びやかに成長する年
になると確信しております。
　当協会では、昨年同様感染対策を講じつつ業務遂行に必要
不可欠な教育、資格取得のための講習等は出来得る限り開催
をいたし会員事業所様の職場の安全、衛生環境整備等のお手
伝いをさせて頂きます。
　会員の皆様におかれましては、本年も当協会の運営にご理
解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　旧年中は桑名労働基準協会員の皆様に
は、私ども労働行政の運営につきまして、
格別の御理解、御協力を賜り厚く御礼申

し上げます。
　昨年は記念すべき東京 2020 オリンピックが 1 年延期の末、
無事、開催に至りましたが、新型コロナウイルス感染症拡大
懸念の下、盛会とはならず、国際大会独特の興奮があまり感
じられなかったのは少々残念に思います。しかしこのオリン
ピックばかりか、昨年はすべての行事や出来事が新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けた 1年でした。
　今後も新たな変異株の動向が気になりますが、本年こそは、
パンデミックによる行動制限が過去の出来事となるような社
会になることを願うばかりです。
　さて、管内の労働災害の状況についても、昨年は残念なが
ら職場における新型コロナウイルス感染症による被災者が多
く発生したことが影響し、休業 4 日以上の死傷災害の総件数
は一昨年から大幅に増加する結果となりました。
　死亡災害についても、新型コロナウイルス感染症によるも
のとされる 2 件を含め、近年で最も多い 10 件（令和 3 年 11
月末現在）の発生となっています。
　当署では、このような状況を受けとめ、昨年 12 月から本年
1月にかけて、
　「年末年始労働災害防止対策強化期間」
と位置づけ、転倒災害防止等を中心に、各種の取り組み、働
きかけを行っているところです。
　転倒災害は高年齢労働者を中心に骨折等により長期の休業
となるケースもいくつか見られ、その防止対策も他の災害防
止に劣らず重要となっています。
　貴協会員の皆様には、改めてこのような災害につながりや
すい作業や場所について、再点検をいただき、本年の無災害
のスタートを切っていただきますようお願いいたします。
　最後に、貴協会の益々の御発展と会員皆様の御健勝を祈念
申し上げ年頭の挨拶とさせていただきます。

松田 　滋
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　　　　　渡邉　文孝（協会事務局）



令和３年４月１日から改正特化則等が施行・適用されています（一部経過措置があります。）。

　溶接ヒュームが、新たに特定化学物質障害予防規則（特化則）の特定化学物質として追加
されました。

１　施行日・経過措置
　⑴金属アーク溶接等作業を継続して屋内作業場で行う場合

　⑵金属アーク溶接等作業を屋外作業場等で行う場合

金属アーク溶接等作業について（法改正等のお知らせ）
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Ｑ１　金属アーク溶接等作業とは、具体的にどのような作業をいうのか。

Ａ１　アークを熱源とする金属の溶接、溶断またはガウジングする作業、その他の溶接ヒュームを
製造し、または取り扱う作業（燃焼ガス、レーザービーム等を熱源とする溶接、溶断、ガウ
ジングは含まれません ）。

Ｑ３　「屋内作業場」とはどのような作業場か。

Ａ３　以下のいずれかに該当する作業場をいいます。
　　・　作業場の建屋の側面の半分以上にわたって壁、羽目板その他のしゃへい物が設けられてい

る場所
　　・　ガス、蒸気または粉じんがその内部に滞留するおそれがある場所
　　　また、「継続して行う作業場」には、建築中の建物内部等で金属アーク溶接等作業を同じ場
所で繰り返し行わないものは含まれません。

Ｑ２　ＴＩＧ溶接や炭酸ガスアーク溶接（ＭＩＧ、ＭＡＧ等）、プラズマガス溶接は金属アーク溶接
等作業に含まれるか。

Ａ２　含まれます。

Ｑ４　常時金属アーク溶接作業を行わないような場合でも「特定化学物質及び四アルキル鉛等作業
主任者技能講習」を修了した者のうちから作業主任者の選任が必要か。

Ａ４　作業主任者の選任は対象の作業頻度の程度による例外は設けておらず、アーク溶接作業に労
働者を従事させる場合は、選任が必要となります。

Ｑ５　金属アーク溶接作業者には、じん肺健康診断だけでなく、特殊健康診断の義務も課されるの
か。

Ａ５　金属アーク溶接等作業に常時従事する労働者に対しては、作業場所が屋内・屋外であるかに
かかわらず、じん肺健康診断に加え、改正特化則に基づき、医師による特殊健康診断を行う
ことが義務付けられています（令和３年４月１日から）。

改正内容やＱ＆Ａについて、詳しくは、三重労働局のホームページ等をご確認ください。

2　改正特定化学物質障害予防規則に関するＱ＆Ａ
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「年末年始労働災害防止対策強化期間」について

最低賃金の改定状況

四日市労働基準監督署
令和３年11月末現在

資料出所　四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」　注：死亡者数は内数であらわしたもの。

令和３年　労働災害発生状況（死亡者数及び休業４日以上の死傷者数）

三　重　県　最　低　賃　金

特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金

時間額９０２円（令和３年１０月１日発効）

三重県ガラス・同製品製造業最低賃金 時間額

時間額

時間額

時間額

923円

942円

927円

962円

R3.12.21

効力発効日

R3.12.21

R3.12.21

R3.12.21

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金

安全衛生に関するお問い合わせは、四日市労働基準監督署　安全衛生課
　　　　　　　　　　ＴＥＬ 059－342－0341へ

　四日市労働基準監督署では、管内の労働災害が増加していることを受け、
令和３年１２月１日から令和４年１月３１日までを「年末年始労働災害防止対策強化期間」とし
て、労働災害防止の徹底をお願いしています。
　詳しくは、当協会のホームページをご確認ください。

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品
製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用
運搬車両・同部分品・附属品製造業、その他の輸送用
機械器具製造業最低賃金

令和２年年　別

業　種 死亡者数
合　　　計

死傷者数 死亡者数 死傷者数

令和３年
死亡

対前年比

人数 ％ 人数 ％
死傷

製
　
　
　
造
　
　
　
業

10

1

1

2

3
2

3

702
34
2
15
22
10
24
14
41
11
23
196
1
84
123
8

290

4

3
1

579
34
2
17
8
7
19
12
7
14
14
134
5
75
109
11
245

+6人

+1人

+1人

+2人

±0人
+1人

+3人

+150.0%

±0.0％
+100.0%

+123人
±0人
±0人
－2人
+14人
+3人
+5人
+2人
+34人
－3人
+9人
+62人
－4人
+9人
+14人
－3人
+45人

+21.2%
±0.0％
±0.0％
－11.8%
+175.0%
+42.9%
+26.3%
+16.7%
+485.7%
－21.4%
+64.3%
+46.3%
－80.0%
+12.0%
+12.8%
－27.3%
+18.4%

食 料 品

パ ル プ ・ 紙 加 工 品

化 学 工 業

窯 業 土 石 製 品

鉄 鋼 業

金 属 製 品

一 般 機 械 器 具

電 気 機 械 器 具

造 船 業 以 外 の 輸 送 用 機 械

上 記 以 外 の 製 造 業

小            計

鉱 業

建 設 業

運 輸 業

第 一 次 産 業

第 三 次 産 業 等
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一般財団法人三重県産業衛生協会 NTN株式会社精密樹脂製作所

株式会社神戸製鋼所大安製造所

大日ｺﾝｸﾘ-ﾄ工業株式会社三重工場

株式会社ＭＩＥテクノ

建設業労働災害防止協会
　三重県支部桑名分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　　　株式会社渡辺建設

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　三重県支部桑員分会長表彰
　　安全衛生管理優良事業場　株式会社播磨運送

桑員労働対策協議会長表彰
　　安全管理優良事業所　　　株式会社山王鉄工所

トヨタ車体株式会社いなべ工場
山本 卓良

日立金属ファインテック株式会社
山川 洋史
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桑名労働基準協会長表彰 安全衛生ポスターの部

入　賞
ＫＹの能力高めリスクを軽減 未来につなぐ安全管理
安全は　人に頼るな　任せるな　自ら守る　ルールと手順
慣れに慣れるな　ルールを守って無災害
「見る目」「気づく目」「予知する目」一歩先読む　安全意識
創り出せ、高品質な安全を
焦るな 急ぐな 手を抜くな 必ず守ろう基本とルール 守るあなたが守られる
言ったはず　伝えたはずが事故のもと　防ぐ基本は　報連相

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

最優秀賞

岩田　浩之（太平洋セメント株式会社藤原工場）

「かんたん」「なれてる」要注意　初心にかえって安全作業

（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）
（トヨタ車体株式会社いなべ工場）
（日立金属株式会社桑名工場）
（日立金属株式会社桑名工場）
（日立金属ファインテック株式会社）
（日本インシュレーション株式会社北勢工場）
（日本インシュレーション株式会社北勢工場）

森川　明彦
石井　浩二 
関口　　聡
岡　　俊樹 
杉本　真郷
伊藤　由佳
伊藤　由佳

金　賞

市川 康治
三重加工サービス株式会社

安全が一番！
堀内 俊伸

トヨタ車体株式会社いなべ工場

安全第一　無災害で金メダル

銀　賞

三品 和志
株式会社デンソー大安製作所

今日も1日安全に！

銅　賞

桑名労働基準協会長表彰 安全衛生標語の部

桑名労働基準協会長表彰
安全衛生貢献者（5名）

精勤功労者（11名）

永年勤続功労者（22名）

優良勤労者表彰

株式会社魚国総本社三重支社
桑 名 電 気 産 業 株 式 会 社
太平洋セメント株式会社藤原工場
辻運送 株 式会社川越事業所
辻運送 株 式会社本社営業所
辻運送 株 式会社本社営業所
トヨタ車体 株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
日立金属 株 式会社桑名工場
日立金属ファインテック株式会社
扶 桑 工 機 株 式 会 社

桑 名 商 工 会 議 所
昭和電線ケーブルシステム株式会社
辻 内 鋳 物 鉄 工 株 式 会 社
辻運送 株 式会社本社営業所
辻運送株式会社本社営業所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株 式 会 社 ナ ル ッ ク ス
日立金属ファインテック株式会社
株 式 会 社 日 永 屋
北 勢 運 送 株 式 会 社

西 尾 光 晴
小 川 公一郎
豊 田 友 紀
阿 保 　 充
加 藤 良 宣
堤 　 志津夫
岩 谷 　 守
鶴 田 美紀子
錦 　 宏 昭
加 藤 明 広
三 宅 　 誠  

波多江 宏 幸
河 瀬 秀 樹
伊 藤 利 恵
児 玉 秋 文
浅 川 譲 二
沢 田 　 匡
伊 関 　 綾
野 張 靖 博
草 薙 裕 之  
内 山 圭 美
小 森 祐 子

中部電力パワーグリッド株式会社 桑名営業所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
日立金属株式会社桑名工場

上 野 敏 宏
栗 本 竜 二
飯 田 達 也

岸 田 諒 介
蜷 川 裕 展

株 式 会 社 東 海 緑 産
トヨタ車体株式会社いなべ工場

株 式 会 社 青 山 製 作 所
株 式 会 社 イ シ ザ キ
桑 名 精 工 株 式 会 社
株 式 会 社 斎 藤 金 型 製 作 所
桑 栄 運 輸 株 式 会 社
株 式 会 社 山 本 本 店

坂 井 嘉 生
伊 藤 雅 彦
因 　 生多和
水 谷 勇 哉
中 島 隆 幸
成 瀬 浩 行

三 林 康 幸
近 藤 善 行
加 藤 知 幸
荒 川 忠 英
髙 井 美 保

株式会社 ＡＤＥＫＡ三重工場
オキシラン化学株式会社三重工場
桑 名 精 工 株 式 会 社
星和工業 株式会社藤原営業所
（一財）三重県産業衛生協会



特別賞入　選

出口 由佳
株式会社ADEKA三重工場

持続可能な安全管理
　　未来へつなぐ安全職場

スマイルサークル
日立金属ファインテック株式会社

ごあんぜんに!!

入　選 入　選 入　選

西岡 辰徳
トヨタ車体株式会社いなべ工場

放置した ヒヤリハットが実災害
木村 昭介

トヨタ車体株式会社いなべ工場

みんなで築こうゼロ災職場
樫山 和則

トヨタ車体株式会社いなべ工場

安全な作業は作業の入口

入　選 入　選 入　選

米倉 脩哉
太平洋セメント株式会社藤原工場

全国安全週間「水分・塩分補給」
近藤 弘典

太平洋セメント株式会社藤原工場

全国安全週間「ステップアップ」
佐藤 佑介

昭和電線ケーブルシステム株式会社三重事業所

全国安全週間

第 103 号 令和４年１月１日　 ⑺労基協くわな



第 103 号 令和４年１月１日労基協くわな⑻

講 習 会 等 の お 知 ら せ

　⑴　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：１月21日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：１月23日㈰　日立金属ファインテック㈱桑部工場
　⑵　特定粉じん作業従事者特別教育   
　　　２月４日㈮ ヤマモリ体育館
　⑶　労務管理講習会    
　　　２月14日㈪ ヤマモリ体育館
　⑷　新入者安全衛生教育    
　　　４月７日㈭　くわなメディアライヴ　多目的ホール
　⑸　アーク溶接等業務特別教育   
　　　学　科：4月15日㈮　ヤマモリ体育館
　　　学・実：4月16日㈯　日立金属㈱桑名工場
　　　実　技：4月17日㈰　日立金属㈱桑名工場
　⑹　ガス溶接 技能講習
　　　学科：4月22日㈮　ＮＴＮシティホール
　　　実技：4月23日㈯　ポリテクセンター三重
　⑺　職長等教育（建設業を除く）
　　　４月25日㈪ ヤマモリ体育館

　　　４月26日㈫ ヤマモリ体育館
　⑻　フォークリフト運転技能講習＜陸災防＞ 
　　　学科：５月 11 日㈬　くわなメディアライヴ　多目的ホール
　　　実技：５月 15 日～ 27 日　北部輸送サービスセンター
　⑼　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：５月 13 日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：５月 15 日㈰　日立金属㈱ファインテック㈱桑部工場
　⑽　フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育
　　　５月 24 日㈫　ヤマモリ体育館
　⑾　低圧電気取扱業務特別教育
　　　６月３日㈮　ヤマモリ体育館
　⑿　玉掛け技能講習＜クレーン協会＞
　　　学科：６月６日㈪、８日㈬　くわなメディアライヴ 多目的ホール
　　　実技：６月９日・10 日・13 日 クレーン協会（津市）
　⒀　職長等教育（建設業を除く）
　　　６月 13 日㈪　ヤマモリ体育館
　　　６月 14 日㈫　ヤマモリ体育館
　⒁　自由研削用といしの取替え等業務特別教育
　　　６月 18 日㈯　扶桑工機㈱
　⒂　足場の組立て作業従事者特別教育
　　　６月 24 日㈮　ヤマモリ体育館

　三重労働局長は、三重県内において、安全衛生に関する水準が優秀、改善
の取組が他の模範と認められる事業場及び長年にわたり安全衛生関係の業務
に従事し、関係事業場等の安全衛生水準の向上発展に貢献した個人に対し
て、毎年表彰を行っております。
　また、本年度「安全衛生努力賞」が新設され、特に三重県内に本社、本部
等を置く中小企業で、安全衛生への取組が良好で安全衛生水準向上への努力
が認められる事業場を表彰しています。
令和3年度は当協会会員事業場の中で「一般財団法人三重県産業衛生協会」様が、

・労働者の健康を保持増進させるため、健康診断結果に基づく医師による改善指導を実施するとともに、健
康診断結果以外の事項も相談できる体制を整えている
・労働者の受動喫煙を防止するため、館内を全面禁煙とするなど、労働者の健康保持増進を図っている
として安全衛生努賞を受賞されました。
　これも、山本理事長、森事務局長をはじめとする全職員の皆様が一丸となって、こころとからだの健康の
保持増進を第一として、積極的に取り組まれた結果が評価されたものと、心からお祝い申し上げます。

　令和３年１１月２６日(金)に開催を予定しており
ました「令和３年度桑員地区産業安全衛生大会・優
良勤労者表彰式」は、会長、運営委員、関係団体等
と協議した結果、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、来場者、関係者の皆様の健康と安全
を守るため、誠に残念ではございましたが、当協会
発足以来はじめて開催を中止させていただきまし
た。
　関係者の皆様にはご迷惑をおかけいたしました
が、ご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。
　なお、「安全衛生優良事業場表彰」、「功績者表
彰」、及び、「優良勤労者表彰」、「安全衛生標
語・ポスター募集」は例年と同様に実施させていた
だき、表彰状等の授与は所属事業場様にお願いさせ
ていただきました。

「令和３年度 桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」の
開催を中止させていただきました。




